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小学生が、 ボ ラ ン テ ィ ア 体 験

参加者は、公民館多目的ホールでそれぞれ

が手紙書き。「毎日暑いですが、お元気です

か？」など、一人暮らしの方へのメッセージ

に、今回は学校で育てた菜の花の種を添える

作業をしました。

午前11時ごろから、配送ボランティアの方々

と一緒に配送に出かけました。玄関先では、

緊張しながらも元気よく挨拶をして、持って

きた手紙を添えたお弁当を渡しました。

小学生が来るこの日を楽しみに待っておら

れた様子で、お年寄りの方は笑顔で受け取ら

れていました。

今年度のテーマは
“居場所づくり”です！

上井児童センター館長 佐々木万利子

市民体育大会男女

バレー地区予選会
上
井
公
民
館
と
合
築
と
な
っ

て
か
ら
11
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

上
井
児
童
セ
ン
タ
ー
に
は
、

「
自
由
来
館
」
と
「
学
童
保
育

（
ポ
プ
ラ
学
級
）
」
が
あ
り
ま

す
。

自
由
来
館
と
は
…

0
才
か
ら
12
才
ま
で
の
児
童

と
保
護
者
な
ら
だ
れ
で
も
自
由

に
利
用
が
で
き
ま
す
。

（
無
料
で
す
）

学
童
保
育
と
は
…

留
守
家
庭
の
小
学
生
１
～

6
年
生
ま
で
の
児
童
が
利
用
で
き
登

録
制
で
す
。
（
利
用
料
が
必
要
で
す
）

子
ど
も
達
は
、
学
校
が
終
わ
る
と

｢

た
だ
い
ま
ぁ
～｣

と
帰
っ
て
き
ま
す
。

ご
存
知
の
通
り
、
上
井
公
民
館
と
玄

関
も
一
緒
な
の
で
地
域
の
方
が
、

｢

お
か
え
り
～｣

な
ど
と
、
明
る
く
迎

え
て
く
だ
さ
り
日
々
感
謝
を
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、

“
居
場
所
づ
く
り
で
す
。
”

い
ろ
い
ろ
な
環
境
で
育
っ
て
い
る

子
ど
も
達
で
す
が
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

来
れ
ば
、
「
楽
し
い
！
」
「
友
達
が

で
き
た
！
」
な
ど
感
じ
て
も
ら
え
る

児
童
セ
ン
タ
ー
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

“
居
場
所
”
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

倉吉
ばえん祭

１０月３０日（日）
倉吉駅前は
“歩行者天国”

あげい祭

広場でお祭り
１１月１３日（日）
作品展示
１１月１２日・１３日

和やかに河北中学校区
ソフトバレー交流流

「スタミナ納豆」、うまっ！

子供たちの“料理教室”

初めて？包丁使って野菜切り

写真＝昨年のあげ

い祭の一コマ

8月20日（土）、「納豆が大好きになる！」

をテーマに31名が参加しました。

スタミナ納豆は、給食で大人気のメニュー。

その秘伝を学びたいと、森本美由紀さん

（市主任栄養士）指導で、スタミナ納豆・

野菜スープ・酢の物・デザートを4グルー

プに分かれ調理をしました。

はじめに、森本さんから「なるべく大

人は手を出さないで見守って」とアドバ

イス。そして、包丁の使い方などを手ほ

どき。親子で野菜を切ったりと、わいわ

いガヤガヤ。

作った４品を食べながら、「私が切っ

た野菜だ」「納豆が嫌いだけど、これな

ら食べられる」と、楽しそうな感想が飛

び交いました。お母さんたちは情報交換、

子どもたち

は異学年で

遊んだり、

仲間づくり

にもつながっ
た料理教室

となりまし

た。

8月27日（土）、河北小学校体育

館で、「倉吉市民体育大会男女バレー

ボール大会」の上井地区予選会が行

われました。

その結果、男子は福庭公民館、女

子は海田西河北町公民館が出場権を

獲得されました。市民体育大会での

活躍を期待しています！（10月10日

開催）

8月28日（日）、今年度で第3回

目を迎える河北中学校区の「ソフ

トバレー交流会」が上北条小学校

体育館で行われました。

上井地区からは、３チームが参

加し、“ガッツだぜＡチーム”が

見事優勝しました。おめでとうご

ざいました。

手
話
表
現
を
学
び

自
己
紹
介
か
ら
ス
タ
ー
ト

初秋の
天神川を歩く

参加した児童の感想

「届けたら、“ありがとう”と言ってもらっ

たので、うれしかった」

「『暑さに負けずに過ごしてください』と

言ったら、“ありがとう”と言われまし

た。私も暑さに負けずに頑張りたいと 思

います」

「おばあちゃんに“がんばってね”と言わ

れたことがうれしかった。」

初秋早朝の川原はここち良い。

新田橋の下、川原近くの散歩道、

500㍍ほどを歩く。道の側にはス

スキの大群生が連なり、道の片

側ではセイタカアワダチソウが

群生していた。

高さ2㍍程もあろうか、オニグル

ミの樹をグズの葉がスッポリと

包み込んでい る。その生命力

に自然界の生存

競争を真のあた

りに見る思いが

した。

下草には、50㌢

程に伸びたヨモ

ギ・メドハギ・

ブタクサ゛が地味

に花を付けていた。

タデが風に揺れ、

月見草の黄色の花

が咲き、青花の露

草、山ごぼうが赤

い。

夏を乗り越えて

咲く花達に心癒される。そして草

のトンネルを抜けると、子供達の

サッカー練習場が明るく広がる。

５００㍍程の世界

だったが、天神川全

ての植物の縮図が見

られるようで、目を

凝らすほどに発見も

あり… 。ほんの少

時、時を忘れる散歩

でした。（大嶋）

８月１０日（水）、毎年恒例になって

いる夏休み中の「小学生給食配送ボラン

ティア体験」が実施されました。河北小

学校の4・5・6年生の児童23名は、お年

寄りの方に手紙やお弁当を届けるなど、

貴重な体験をしました。

ボランティア体験する子供たち

（子どもいきいきプラン実行委員会主催）

（１０２）

クズの花

セ

イ

タ

カ

ア

ワ

ダ

チ

ソ

ウ

の

群

れ メ
ド
ハ
ギ

講師は戸羽正行さん。コーディネー

ター船越啓子さん。参加者は自分の名

前の手話表現を教わり、その表現を使っ

て自己紹介。次に、朝昼晩の挨拶（お

早う、今日は、今晩は）を教わり、そ

れを使ったフルーツバスケットなどの

ゲームや動物や果物などをジェスチャー

表現して、当てっこし合いました。

参加した人は、ゲームをしながら楽

しく学びました。この教室は今後も続

けられ、参加者も募集している。次回

は１０月に開催予定です。旭西 田栗

8月24日（木）「手話教室」

が行われた。参加者(15名)は、

教わった手話で、自己紹介

やゲームを楽しみました。

楽しく和やかに学ぶ

自画像のイラス

トで～す。

「ふれあい
給食」配送

手話教室

福庭と海田西
河北町が出場



 　１ 日 （ 木 ） 1 0: 00

 　 ３日 （ 土 ）

 　 ４日 （ 日 ）

1 0: 00

1 9: 00

 　 ７日 （ 水 ） 河北中 校区女性 連絡会　 交流会 （ 上 北 条 公 民 館 ） 1 3: 30

 １ ０日 （ 土 ）

１ ３ ～ １４ 日

 １５ 日 （ 木 ）

1 3: 30

1 4: 00

 １７ 日 （ 土 ） 1 3: 30

1 3: 00

1 9: 00

 ２４ 日 （ 土 ） 1 3: 00

 ３０ 日 （ 金 ） 1 0: 00

【 教 室・ 講 座 】

1 0: 15

1 8: 30

1 0: 00

1 3: 30

水 墨 画 教 室 1 3: 30

板 画 教 室 9: 00

子 ど も 硬 筆 ・
　 　 　 毛 筆 教 室 1 3: 30

ゆるー りヨーガ 教室 1 0: 00

【 同好 会 】

囲 碁 同 好 会 1 3: 30

カ ラ オ ケ 同 好 会 1 8: 00

民 謡 同 好 会 1 9: 30

2 0: 00

1 0: 00

【そ の 他 】 　

女 性 の つど い 1 3: 30

な ご も う 会 1 3: 00

は つ ら つ 教 室 1 0: 00

河 北 中 学校 　 運 動 会

ま ち づ くり 視 察 研 修 （ 奈 良 県 富 雄 南 公 民 館 ）

 １６ 日 （ 金 ）

河 北 小 学校 　 音 楽 会

　 　 　 　　 　 　 　 　１ ２ ・ ２６ 日

太 極 拳 同 好 会
（ 月 曜 ）     　  ５ ・ １ ２ ・ ２ ６ 日

（ 金 曜 ）     ２ ・ ９ ・ １ ６ ・ ２ ３ 日

　 　 　 　　 　 　 ８ ・２ ６ ・ ２９ 日

　 　 　 　　  　 　　  　 ６・ ２ ０ 日

 　  　                     １ ３ ・２ ７ 日

ナ イ ト ハイ ク （ 受 付1 7： 0 0～）

 　６ 日 （ 火 ）

ヘ ル シ ーク ッ キ ン グ

ま ち の 保健 室

(午 後）          　 　

　 　 　 　　 　 １ ０ ・１ ７ ・ ２４ 日

書 道 教 室 （ 水 曜 ）            ７ ・２ １ 日

　 　 　 　　 　 　 　 　１ ４ ・ ２８ 日

（ 日 曜 ）   　  　　 　 　 　 １１ 日

（ 土 曜 ）３ ・ １ ０ ・１ ７ ・ ２４ 日

（ 土 曜 ）  　　 　 　 　 ３・ １ ７ 日

３ Ｂ 体 操
（ 月 曜 ）　 　 　 ５ ・１ ２ ・ ２６ 日

（ 月 曜 ）　 　 　 ５ ・１ ２ ・ ２６ 日

上 井 地 区自 治 公 民 館長 会

あ げ い 祭 第 ２ 回専 門 部 長 会

 ２１ 日 （ 水 ）
あ げ い 祭展 示 部 長 会（ 社 会 教養 部 ）

公 民 館 だよ り 編 集 委員 会

あ げ い 健 康 バ ッ チ リ 教 室 「ノルデ ィック ウォーク 」

あ げ い 祭出 店 部 長 会（ 厚 生 部）

子 ど も い き い き プ ラ ン 「 陶 芸 教 室」

倉 吉 市 集 会 （ 未 来 中 心 ） /上 井 地 区 ゴ ル フ 大 会

あ げ い 祭芸 能 部 長 会（ 副会長・ 会計） 19 :0 0

今 月 の「ふれあい給食」サービス ８・２１日

料理コーナー
（７７）

□

小
石
に
描
か
れ
た

新
聞
記
事
が
き
っ
か
け
で
す
□

石
水

一
之
さ

ん

（
本
町
）

お知らせ
保健センター（２２－５６７０）

ぜひ、集団検診を！私の教訓から
米田 康行（旭西）

私
は
現
在
62
歳
で
す
。

生
ま
れ
て
か
ら
大
き
な
病

気
や
怪
我
も
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
小
学
生
の
頃
か
ら

陸
上
競
技
を
し
て
い
た
の
で
、

病
気
な
ど
自
分
は
し
な
い
思
っ

て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
57
歳
の
時
、
集

団
検
診
で
が
ん
検
診
を
受
け

た
と
こ
ろ
、
「
胃
が
ん
の
疑

い
が
あ
る
」
と
、
要
精
密
検

査
の
知
ら
せ
。

胃
カ
メ
ラ
を
飲
ん
で
診
て

も
ら
っ
た
ら
、
胃
の
中
が
黄

色
に
た
だ
れ
、
変
色
し
て
い

た
の
で
す
。
「
切
り
取
っ
て

精
密
検
査
し
ま
す
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
日
頃
の
食
事
の

時
、
食
べ
物
が
胃
に
当
た
る

と
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
に
思

い
当
た
り
ま
し
た
。

仕
事
が
忙
し
く
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
て
い
ま
し
た
の
で
、

「
や
っ
ぱ
り
、
胃
が
ん
か
も
」

と
も
思
い
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
医

師
か
ら
、
「
胃
が
ん
だ
っ
た

３
分
の
２
ほ
ど
は
摘
出
す
る

手
術
を
し
な
い
と
い
け
な
い
」

と
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
数
日
後
…
。

検
査
結
果
を
聞
き
に
病
院

に
行
く
と
、
先
生
か
ら
「
が

ん
細
胞
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ス
ト
レ
ス
で
胃
潰
瘍
の

症
状
で
す
」
と
の
診
断
。

そ
の
時
、
大
事
に
な
る
前

に
検
診
を
受
け
、
早
く
治
療

を
受
け
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。
現
在
は
１
年
に
１

回
、
集
団
検
診
を
受
け
る
こ

と
を
義
務
に
し
て
い
ま
す
。

倉
吉
市
は
集
団
検
診
の
受

診
率
が
悪
い
と
聞
い
て
い
ま

す
。
が
ん
を
早
期
発
見
し
、

手
遅
れ
に
な
ら
な
い
た
め
に

も
集
団
検
診
を
私
の
経
験
か

ら
、
ぜ
ひ
お
す
す
め
し
ま
す
。

倉吉市は、がん検診の受診率が県内でも低い状況です。特

に中部地区は「胃がん」の死亡率が高い現状です。「自分は

大丈夫」と過信しすぎず、健康と感じている時こそ体をチェッ

クする習慣をつけましょう。

４０～８４歳の方には、４月下旬に「がん検診受診券」を

送付しています。市のがん検診は自費で受けられるより安く、

年齢等によっては無料の方もあります。受診券をご確認くだ

さい。

《鳥取県がん征圧大会》

日 時：９月１２日（月）１３：３０～１６：００

場 所：倉吉未来中心 小ホール

特別講演Ⅰ「知っておきたい乳がんのこと

～あなたとあなたの家族のために～」

講師：鳥取日赤病院 第三外科 山口由美 部長

特別講演Ⅱ「胃がんについて知ろう

～ピロリ菌から最新の内視鏡診療まで～」

講師：鳥大医学部機能病態内科学分野 磯本一 教授

庭先のプランターで簡単に育てられる
プチトマト。お弁当の彩りに種から育て

て、沢山のかわいいプチトマトを収穫す

ることが出来ました。

今回はスイーツ風にして、友人や主人

にすすめたら好評だったコンポートを紹

介します。

【作り方】

① プチトマト(500ｇ)のヘタを取り、

十字に切り目を入れる（皮がむきやすく

なる）

↓

②沸騰した湯にさっと湯通し。氷水に

とり、皮をむき水気を切る。

「上井公民館だより」
リニューアルから10年

06年の秋から、この「だより」は編集

委員会体制で発行されるようになりまし

た。

毎月の初めに、編集委員会。担当を

決め、取材を始めます。多くの方の協

力と工夫で、公民館報としては数少な

いカラー印刷の紙面に“進化”しました。

一区切りの、“満10歳”を迎えました。

その間、メンバーは当初の4名から現

在の７名になりました。個々の、家庭的

あるいは健康的などをカバーしあいなが

ら年間13回発行を続けています。

長かったような、短かったような…。

官報のようなお知らせ「だより」ではなく、

「面白く読めた」と言ってもらえるよう紙面。

幕の内弁当のような、色々な記事が詰

まった紙面。町の話題・催し・多くの人
の思いが掲載された、絆が深まる「だよ

り」を目指します。 （編集委員会）

編集「実は、私は小さい頃から

絵を書くことが好きだっ

たんです」と石水さん。

問「癒し地蔵を始められたきっか

けは？」

答「退職してから写真や水彩画を

楽しんでいましたが、２年ほど

前、新聞で偶然小石に描かかれ

た『癒し地蔵』の記事が目にと

まりました。よし、これだ！と

思いました」

問「材料の小石は？」

答「小石は、市販のものを購入

して、それにサインペンで

心を込めて描きます」

【取材を終えて】

地蔵さんの表情は、どれもや

さしく穏や。「希望される方に

は差し上げています。材料があ

るうちは作り続けます」と石水

さん。穏やかな人柄が伝わって

きました。 （小川）

日にち ９月１２日（月）

場所 倉吉体育文化会館

受付時間 午前８～１０時

が ん検 診 胃・肺 ・大 腸・ 前立 腺・

肝 炎ウィルス

婦人科検診 子宮がん・乳がん

特定検診等 特定 ・長寿・一般

物忘れタッチパ あ ります

ネル相談

その 他 胃・子 宮・乳が ん検診は 定員

あり 。【要準 備】各種 健診受

診 券・保険証・自己負担金。

９月はがん征圧月間です。年に１回
は、がん検診を受けましょう

普段は全くスポーツには

縁がない私。しかし、こ

の夏オリンピックが楽し

かった。金メダルはもち

ろん、嬉しい銀、悔しい

銀、それぞれのアスリー

ト達のドラマが日本中を

熱くした。連日、寝不足

を承知でＬｉｖｅを観戦。

③ 別の鍋に300

ccの水・白ワ

イン100cc・砂

糖大さじ5杯を

入れ沸騰させ

て溶かす。

プチトマトのコンポート

その爽やかな汗と涙が翌

朝のエネルギーに変えて

くれた▽汗と言えば、暑

い日中にもかかわらず、

汗をぬぐうのも忘れ、ス

マホ片手にポケモン探し

をしている若者を何人も

見かけた。こちらも世界

中を熱くしている（智子）。

後記
私 の
作品

癒し
地 蔵

両手に地蔵さん。

充実の顔！

部屋にはお地蔵さん

がずらり

「ふれあいそばづくり」

に参加しませんか？

8月20日（土）、

午前9時そばの

種まき作業が清

谷地区の畑で行

われました。参

加者は19名でし

た。

【今後の日程】

9月17日 土寄せ

10月22日 刈り取り

11月上旬 脱穀

11月下旬２回収穫祭

※参加希望は随時。

上井公民館まで

④ ③に②で調理したトマトを入れ、少

し煮る。→火を止めて、お好みのリ

キュールを小さじ1～2杯入れたら出

来上がり。

シロップが浸透するまで一晩冷蔵

庫で寝かせます。グラスにプチトマ

トとシロップをひたひたに入れ、

ミントの葉などを飾っていただき

ます。あまり長期の保存が出来ま

せんから、一度に沢山作るのは避

けたほうがよいのでは。とても野

菜と思えないほどフルーティな食

感を楽しむことができます。（智子）
《公民館職員不在日のお知らせ》

◎９月１３日（火）～１４日（水）まちづくり視察研修のため

（ただし、貸館業務は通常どおりです。お申込はお早めにお願いします）


